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論文内容の要 旨

音声は，人聞にとって最も簡便な情報伝達手段として，日常の会話や通信に欠くことのできないも

のである。この音声のもつ'情報量をどの程度まで圧縮できるかが，本論文の主題である。

ディジタル化された音声波形そのものを符号化する波形符号化では，通常 24 r-J  64 キロビ、ット/秒

(kbps) 程度の情報量が必要となる。 これに対して，音声波形そのものではなく，音声波形から有

意な特徴を抽出して符号化し，これからもとの音声を再生しようとする音声分析合成法(ボコーダ)

が，情報圧縮の観点からは，きわめて有効である。本論文は，新しい音声波形の線形予測に基づく分

析合成法と，その特徴パラメータの時間，空間領域における冗長性を利用した情報圧縮についての研

究をまとめたものである。

本論文の各章の内容は以下の通りである。第 1 章では，音声の基本的な発生のメカニズムと物理的

な表現法，及びその観測手段について概説している D

第 2 章では，音声分析合成法の中で代表的な音声波形の線形予測に基づく方法を説明している。第

3 章では，第 2 章で述べた特徴パラメータと全く等価な別の表現法(線スペクトル表現 LSR) につ

いて説明し，このパラメータの特徴を実験的に明らかにしている。第 4 章では，さらに別の等価なパ

ラメータ(線スペクトル対. LSP )について説明し，このパラメータから直接音声を合成できる乙と

を示すとともに. LSP パラメータの特徴を実験的に明らかにし，最適な符号化法を提案しているの合

成音声の品質については，物理的なスペクトルひずみ尺度とともに，主観的な受聴試験の結果からも

明らかにしている。第 5 章では，音声情報の時間軸における不均一性を利用した情報圧縮法(可変フ

レーム符号化法)を述べ，第 6 章では，音声符号化のパラメータ空聞における冗長性を除去する方法
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(ベクトル量子化法)について述べているo 第 7 章では，音声をさらに大きな単位でとらえる観点、から，

新しい単語認識法 (8 PLIT 法)を提案している。第 8 章は，本論文の結論である。

本研究の結果，従来最も良いとされていた PARCOR 音声分析合成法の約 60 箔の情報量で， 同品質

の合成音声が実現されることが示されている。さらに時間，空間領域における音声情報の冗長性を除去

することにより， 2.4 kbps 以下でも，十分な了解性が得られる合成音声が実現できることを明らかに

している。

論文の審査結果の要旨

本論文は音声波形の線形予測に基づく分析合成法と，その特徴パラメータの時間，空間領域における

冗長性を利用した情報圧縮についての研究をまとめたもので，音声のもつ情報量をどの程度まで圧縮で

きるかが本論文の主題である。

本論文の成果を要約すると次の通りである。

(1) 従来から提案されている線形予測法における特徴パラメータと全く等価な別の表現法，線スペクト

jレ表現 (L8R) および線スベクトル対表現 (L8P) の特徴を実験的に明らかにし，最適な符号化法

を提案している。

(2) さらに，音声情報の時間軸における不均一性を利用した情報圧縮法(可変フレーム符号化法)およ

び音声符号化のパラメータ空聞における冗長性を除去する方法(ベクトル量子化法)を提案している。

(3) また，音声をさらに大きな単位でとらえる単語認識法 (8 PLIT 法)を提案している。

(4) 本研究の結果，従来使用されていた PARCOR 音声分析合成法の約 60 %の情報量で同品質の合成

音声が実現されることを明らかにしている。

以上のように本論文は音声圧縮，音声合成に関する新しい方法を提案したもので，通信工学，情報工

学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

n
U
 

F
h
u
 

q
u
 




